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１９７３年 東京医科⻭科⼤学難治疾患研究所の設置発⾜
医学部附属の7研究施設（農村厚⽣医学、難聴、総合法医学、硬組織⽣理、
遺伝病、⼼臓⾎管病、内分泌腫瘍）をもとに難治疾患に関するわが国初で唯⼀の
国⽴⼤学附置研究所としてスタート

１９８９年〜１９９０年 ５⼤部⾨制に改組
時代の要請に応じた難治疾患研究の推進を図るべく、遺伝疾患、機能・調節疾患、
神経疾患、成⼈疾患、情報医学の５⼤部⾨制に改組

２００４年 ３⼤部⾨に改組
先端的難治疾患克服研究を学際的、学術横断的に展開するために先端分⼦研究部⾨、
難治病態部⾨、ゲノム応⽤医学部⾨の３⼤部⾨制に改組

２００５年 フロンティア・プロジェクト室設置
２０１３年 難病基盤・応⽤研究プロジェクト室を設置
＊１９９９年〜現在 各種共同利⽤施設発⾜

ゲノム解析室、細胞プロテオーム解析室、遺伝⼦改変マウス実験室、幹細胞⽀援室
形態機能解析室、バイオリソース⽀援室、構造情報解析室、⽣命情報室

難治疾患の学理と応⽤の研究

東 京 医 ⻭ ⼤ 学 難 治 疾 患 研 究 所 の 沿 ⾰ と ⽬ 的



⾼齢・少⼦化が急速に進⾏するわが国では、各年齢期の
難治疾患の克服は喫緊の重要課題

難治疾患の解明、治療法開発には、⽣体試料(⾎液、
細胞、DNA・RNA等）、モデル動物の集積、バイオリソー
ス・患者情報データベースの充実化が必須

難治疾患は希少である例もあり、全国レベルの臨床、基
礎研究機関、⺠間企業等を含めた共同利⽤、研究の拠
点化が最も望ましい

病態が明らかにされていないために未だ有効な診断法、
治療法や予防法が確⽴されていない病気と定義づける

難 治 疾 患 と は



１．理念
難治疾患をその学理と応⽤の研究により克服し、⼈々の健康と社会の福祉に貢献します。

２．⽬標
難治疾患研究所は1973年の設⽴以来、時代の要請に応じて体制を柔軟に改編しながら、⼀貫してその理念を
実現するために活動して来ました。世界に冠たる医療系総合⼤学を⽬指す東京医科⻭科⼤学において、難治疾患
研究所は、研究、教育、社会貢献に関する⽬標を以下のとおり掲げます。

研究
研究所および学内の⽣命理⼯学・医学・⻭学領域における基礎研究を有機的に結集させて次代に先駆ける研究を
推進するとともに、臨床系部局等と連携し、難治疾患の克服を⽬指します。また、国内および海外の研究機関と
共同して、難治疾患研究の先端的な拠点を形成します。

教育
多様で先端的な研究体制を活かして⼤学院教育および学部教育に参画し、幅広い知識、豊かな⼈間性、国際的
視野を備えた、医学・⻭学・⽣命理⼯学にまたがる連携をも可能とする卓越した研究者、次代の医療系⼈材を
育てる教育者、広く社会で活躍できる医療に関わるリーダー的⼈材の育成に貢献します。

社会貢献
難治疾患研究の成果を広く⼀般社会・産業界・研究者コミュニティに発信するとともに、難治疾患を対象とした臨床
研究への参画や産学官連携研究の実施等によって、先端的研究活動から⽣まれる成果を医療に応⽤して社会に
還元することを⽬指します。

難 治 疾 患 研 究 所 の 理 念 と ⽬ 標



所 ⻑

難治疾患共同研究拠点
運営委員会
公募・選考部会

教授会

運営諮問委員会

運営協議会

先端分⼦医学研究部⾨

難治病態研究部⾨

ゲノム応⽤医学研究部⾨

フロンティア・プロジェクト研究室

⼤学院教育研究⽀援実験施設
難治疾患モデル動物・細胞リソース
難治疾患バイオリソース
難治疾患オミックスデータベース

事務部

共同利⽤・共同研究推進室
（窓⼝、相談、産学連携相談、

運営委員会事務）

難病基盤・応⽤研究プロジェクト室

研 究 所 の 組 織



難 治 疾 患 共 同 研 究 拠 点
難治疾患研究所は、平成21年6⽉25⽇に、⽂部科学⼤⾂により、全国共同利⽤・共同研究拠点の「難治疾患共同研
究拠点」に認定され、平成22年4⽉1⽇より難治疾患に関する研究を⾏っている研究者コミュニティの研究者と共に本拠点
のミッションにより、共同利⽤・共同研究を推進しています。
本拠点のミッション
• 難治疾患の病因・病態形成機構解明と診断・予防・治療法開発の基盤形成に資する共同利⽤・共同研究拠点
構築を⽬的とする。

• 「疾患バイオリソース」、「疾患モデル動物」、「疾患オミックス」の3つの難治疾患研究リソースを活⽤した公募型の
戦略的難治疾患克服共同プロジェクトを推進する。

• 国内外の研究者に、上記のリソース群へのアクセスや現有する先端解析⽀援施設の利⽤機会の提供を⾏ない、
本邦の難治疾患研究の広範な発展に貢献する。
• 難治疾患研究に携わる若⼿研究者の育成・⽀援システムを整備する。
• シンポジウム等の開催により、難治疾患研究の啓発と最先端情報の発信に努める。



難治疾患モデル動物・細胞リソースバンク 難治疾患バイオリソースバンク 難治疾患オミックスデータベース

ゲノム解析室 バイオリソース⽀援室 遺伝⼦組み換えマウス
実験室

形態機能解析室

幹細胞⽀援室 細胞プロテオーム
解析室

構造解析室 ⽣命情報室

技術専門職員 1名

技術専門職員 1名
技術補佐員 1名

技術専門職員 1名
技術補佐員 1名
技能補佐員 3名

助教 1名
技術補佐員 3名

難治疾患共同研究拠点⽀援体制・施設共同利⽤

技術専門職員 1名

技術補佐員 1名

難治疾患共同研究拠点は難治疾患の克服のため、また、研究者コミュニティのハブとして、各⽀援室に配
属された専⾨技術職員による様々な受託サービスおよび最先端の共通機器の利⽤機会を国内外の研究者
に提供しています。
また、「疾患バイオリソース」、「疾患モデル動物」、「疾患オミックス」の3つの難治疾患研究リソースを国内外

の研究者に提供することにより、難治疾患研究の広範な発展への貢献を⽬指しています。



難治疾患共同研究拠点

運営委員会

共同利⽤・共同研究
課題公募・選考部会

学界関係者
（外部有識者）

トランスオミクス医学研究拠点ネットワーク

委員

委員

 難治疾患領域の共同利⽤・共同研究
 難治疾患研究領域の教育・⼈材育成
 難治疾患研究情報・資料の提供

多階層⽣体防御システム研究拠点
（九州⼤学⽣体防御医学研究所）

発 ⽣ 医 学 の 共 同 研 究 拠 点
（熊本⼤学発⽣医学研究所）

酵素学共同利⽤・共同研究拠点
（徳島⼤学先端酵素学研究所）

難 治 疾 患 共 同 研 究 拠 点 の 運 営 体 制

委員

委員

委員

難治疾患研究所

委員



ト ラ ン ス オ ミ ク ス 医 学 研 究 拠 点 ネ ッ ト ワ ー ク
ー 新 し い ⽣ 命 の 地 図 を 描 く ー

難治疾患研究所は「新しい⽣命の地図を描く」ことを⽬的としたトランスオミクス医学研究拠点ネットワーク事業を平成28年度から
九州⼤学⽣体防御医学研究所、熊本⼤学発⽣医学研究所及び徳島⼤学先端酵素学研究所との連携により開始しました。

⽣体分⼦情報ネットワークを網羅的に理解する（「新しい⽣命の地図を描く」）ためには遺伝⼦発現調節の要であるエピゲノムの正確な
情報が必要となります。しかし、現状では種々のメチル化シトシンの酸化的修飾をDNA配列レベルで正確に⾒分ける⽅法がありません。

難治疾患研究所が世界に先駆けて開発したEnIGMA法はエピゲノム地図の解像度を圧倒的に改善し、正確なエピゲノム地図の作成を
可能にします。この技術の発展により、ガンなどの難治疾患の原因解明を⾶躍的に発展させることが期待され、再⽣医療・⽣殖医療に必
須のエピゲノム情報を提供することが可能となります。

本研究所はトランスオミクス医学研究拠点ネットワーク及び難治疾患共同利⽤・共同研究拠点活動を通じて、科学者コミュニティーへの
EnIGMA法の普及を図り、⽇本のゲノム医学研究を⼤きく推進することを⽬指しています。

熊本大学
発生医学研究所

九州大学
生体防御医学研究所

東京医科⻭科⼤学

がん・心疾患・脳神経疾患・免疫疾患・運動器疾患

難治疾患研究所

幹細胞・再生医療・細胞診断 免疫疾患・がん・糖尿病

疾患バイオリソースセンター
患者由来疾患バイオリソースの

採取と原因解明の推進

実験動物センター
マウス、ブタ、サルなどの

疾患モデル動物作製

トランスオミクス医学研究拠点ネットワーク
ー新しい⽣命の地図を描くー

徳島大学
先端酵素学研究所

疾患バイオリソースの共同利用

疾患モデル動物の作製・提供

新規エピゲノム解析技術の開発

ガンなどの難治疾患研究を⾶躍的に発展させ、ゲノムワイドな
解析法に適⽤することで、正確なエピゲノム地図の作成を可能
にする。

EnIGMA法
エ ニ グ マ

EnIGMA法はエピゲノム地図の解像度を圧倒的に改善する！

免疫疾患・感染症・がん・生殖発生

エピゲノム・トランスクリプトーム・
プロテオーム解析



国際共同研究

難治がん克服への
オミックス研究

北⼤、エジンバラ⼤、東⼯⼤、順天堂⼤、東⼤、
京都府⽴医⼤、（公財）がん研究会、防衛医
⼤、慶応⼤、京⼤、徳島⼤、阪⼤、九⼤、滋賀
医科⼤、国⽴がん研究センター、岩⼿医科⼤、
名⼤、神⼾⼤、⽇⼤、ソウル国⽴⼤、オクラホマ
⼤、ヘルシンキ⼤、東北⼤、聖マリアンナ医科⼤、
（都）健康⻑寿医療センター、秋⽥⼤、実験
動物中央研究所、理化研、広島⼤、⼤阪医療
センター 他

共 同 研 究 の 実 績

難治循環器疾患
病態研究

理化研、⻑崎⼤、九⼤、秋⽥⼤、京⼤、
慶応⼤、久留⽶⼤、東京医⼤、聖マリア
ンナ医科⼤、奈良県⽴医⼤、福島医⼤、
杏林⼤、⽇本医⼤、⼭⼝⼤、国⽴循環
器病センター、パリ第6⼤、ケンブリッジ⼤、
（都）健康⻑寿医療センター、東⼤、ロ
シア病理学・病態⽣理学研究所、千葉
⼤、昭和⼤、筑波⼤、阪⼤ 他

難治疾患モデル動物
構築と再⽣・発⽣研究

九⼤、昭和薬科⼤、カロリンスカ研究所、
（公財）がん研究会、東⼤、京⼤、
兵庫医科⼤、放医研、理化研、新潟⼤、
⼭⼝⼤、名⼤、神⼾⼤、信州⼤、パリ第
6⼤、INSERM、IMBR、UPEC、
ENVA、 EFS、藤⽥保健衛⽣⼤、北⼤、
東京医⼤ 他

硬組織、遺伝疾患
ｹﾞﾉﾑ・ｴﾋﾟｹﾞﾉﾑ研究

⽣理研、藤⽥保健衛⽣⼤、久留⽶⼤、
琉球⼤、神⼾⼤、熊本⼤、福岡⼤、
⼤阪⺟⼦総合保健医療センター、
愛知県コロニー研究所、信州⼤、神奈川県
⼦ども医療センター、東京医⼤、
お茶の⽔⼥⼦⼤、千葉⼤、東京⼥⼦医⼤、
福島医⼤、旭川医科⼤、名古屋市⽴⼤、
サンパウロ⼤、徳島⼤、国⽴障害者リハビリ
テーションセンター、鶴⾒⼤、慶応⼤ 他

免疫疾患/感染症
制御法開発研究

慶応⼤、Cambridge Institute for Medical 
Research、Harvard Medical School、京都府⽴⼤、
東京農⼯⼤、京⼤、近⼤、岐⾩⼤、星薬科⼤、国⽴感
染症研究所、シカゴ⼤、フライブルグ⼤、エアランゲン・ニュ
ルンベルグ⼤、ゲッチンゲン⼤、インペリアルカレッジロンドン、
Academia Sinica、復旦⼤、阪⼤、（独）国⽴病院
機構名古屋医療センター、全インド医科学研究所、東京
⼥⼦医⼤、理化研、東⼯⼤、名⼤、産総研、東⼤、九
⼤、⻑崎⼤、北⼤、ロンドン⼤、マルブルグ⼤、⼤阪⼤⾕
⼤、芝浦⼯⼤、静岡県⽴⼤、東農⼤、中部⼯業⼤、富
⼭⼤、神⼾⼤、デューク⼤、聖マリアンナ医科⼤、東京理
科⼤ 他

脳⾼次機能
メカニズム研究

沖縄科学技術⼤学院⼤、名⼤、東北⼤、
慶応⼤、北⼤、名古屋市⽴⼤、広島⼤、
放医研、国⽴環境研究所、横浜市⼤、北
⾥⼤、国⽴障害者リハビリテーションセンター、
東京都医学総合研究所、Yale⼤、MIT、
カリフォルニア⼤、東京医⼤、⽣理学研究所、
藤⽥保健衛⽣⼤、新潟⼤、エジンバラ⼤、
シンガポール⼤、UCSF、理化研 他

難治疾患共同研究拠点

Unviversity of 
Bath

The First Affiliated 
Hospital of  China 
Medical University

University of Santiago 
de Compostela

All India Institute of 
Medical Sciences

共 同 研 究



情 報 発 信
難治疾患研究所はホームページ、国際シンポジウム、市⺠公開講座、セミナー等を通じて、研究活動の

成果を研究者コミュニティ及び社会へ積極的に発信しています。
また、数多くの成果は⼤学広報を通じてプレスリリースされています。

「最先端生命科学講
座シリーズ」

文京区の協力のもと、
文京シビックセンター
で一般区民向けに年
3回開催

難研セミナー／
難治疾患共同研究
拠点セミナー

年15～20回開催

国内外の研究者を
招き、最先端の研究
の成果発表及び意見
交換を行う。

駿河台国際
シンポジウム

年1回開催

国内外の第一線の

研究者を招き、最先
端の疾患研究、生命
科学研究の成果発表
及び意見交換を行う。

難治疾患研究所
ホームページ

研究所に関する情報
（沿革、研究職員と組
織、研究成果、イベン
ト情報等）を掲載。

プレスリリース

「歳をとると毛が薄く
なる仕組みを解明」
【西村栄美 教授】
H28.2.5 発表


